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定
例
村
議
会
開
会
中

の
二
月
十
四
日
、
市
浦

中
学
校
三
年
生
百
十

一
人
が
村
議
会
を
傍
聴
し

こ
れ
は
事
業
を
前

に
し
た

二
年
生
全
員
が
社

会
科

の
勉
強
を
か
ね
て
議
会
を
傍
聴
し
た
も
の

で
、
会
議
場
に
あ
て
ら
れ
た

「
基
幹
集
落
セ

ン

タ
ー
」
の
ホ
ー
ル
は
超
満
員
？
と
な
り
ま
し
た
＾

こ
の
日
は
二
人
の
議
員
が
教
育
、
漁
業
、
村

の
長
期
計
画
、
十
三
橋
架
け
替
え
早
期
完
成
促

進
な
ど
に

つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
が
、
な
か

で
も
工
藤
武
則
議
員
は

「中
学
校
の
部
活
動
と

水
泳
プ
ー
ル
の
建
設
に

つ
い
て
」
斎
藤
教
育
長

の
考
え
方
を
た
だ
し
、
生
徒
達
の
関
心
を
集
め

村
議
会
を
傍
聴
す
る
の
は
全
員
初
め
て
と
あ

っ
て
傍
聴
も
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
が

「会
議

場
が
議
針
専
用
で
な

い
た
め
、
質
問
者

の
声
が

よ
く
通
ら
な

い
の
で
は
―
」
と
ち
ょ

っ
び
り
不

満
を
も
ら
す
生
徒
も

い
ま
し
た
。

中
学
校
二
年
生
が
議
会
を
傍
聴

昭和53年
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中
学
生
の
傍
聴
に
議
員
も
や
や
緊
張
ぎ
み
―

会
議
場
に
あ
て
ら
れ
た
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
傍
聴
席
は

中
学
生
の
真
剣
な
顔
で
い
っ
ぱ
い
。
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昭
和
五
十
二
年
度
の
村
の
方
針
を
決
め
る
二
月
定
例
議

会
は
、
二
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、

一
般
会
計
を
始
め
、
国
民
健
康
保
険
、
簡
易
水
道
事
業
な

ど
特
別
会
計
の
予
算
も
議
決
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら
執
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
予
算
は
、　
一
般
会
計
で
は
前
年
度
よ
り

一
億

八
千
六
百
万
円
増
の
十

一
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

重
点
施
策
は
社
会
資
本
の
充
実

―
∞
Ｆ寸
―

第
二
太
田
道
路
舗
装

一
千
四
百

七
十
万
円
、
相
内
小
学
校
第

一

号
、
第
二
号
線
あ
わ
せ
て
七
百

五
十
万
円
の
舗
装
工
事
、
春
日

内
線
舗
装

一
千
百
四
十
万
円
、

岩
井
団
地

一
号
線
舗
装

一
千
八

百
八
十
万
円
、
岩
井
三
号
線
舗

装
二
百
七
十
万
円
、
下
村
線
舗

装
八
百
三
十
万
円
、
桂
川
線
舗

装
八
百
三
十
万
円
、
二
軒
町
舗

装
四
百
万
円
、
も
や
線
改
良
に

五
百
六
十
万
円
等
道
路
整
備
に

重
点
を
置
き
、
関
係
費
用
七
千

九
百
八
十
五
万
円
を
計
上
し
ま

そ
の
他
道
路
関
係
維
持
補
修

費
と
し
て
除
雪
機
械
導
入
の

一

千
六
百
五
十
万
円
を
含
め
二
千

八
百
五
十
九
万
円
を
計
上
い
た

し
て
お
り
ま
す
ｏ

さ
ら
に
、
今
年
度
は
相
内
地

区
地
籍
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、

そ
の
費
用

一
千
百
七
十
五
万
円

で
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

住
民
福
祉

の

向
上
に
努
力

福
祉
関
係

で
は
、
今
年
度
か

ら
新

し

い
試
み
と
し
て
四
十
二

歳

の
厄
年
検
診
を
無
料

で
実
施

す
る
た
め
、
そ
の
費
用
百
十
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
十
三
、
太
田
、
桂
川

地
区

の
水
道
事
業
費

に
約

一
億

三
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

保
健
衛
生
上
重
要
な
施
設
で
あ

り
、
昭
和
五
十
四
年
度
完
成
を

目
途
と
し
て
お
り
ま
す
。

児
童
福
祉
関
係
で
は
脇
元
地

区
に
常
設
保
育
所
を
新
築
す
る

た
め
四
千
二
百
五
十
万
円
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
消

防
関
係
で
は
ポ
ン
プ
積
載
車

一

台
を
購
入
、
第
四
分
団
に
配
置

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た

十
三
地
区
に
四
十
ト
ン
級
の
貯

水
槽

一
基
を
設
置
す
る
た
め
三

百
四
十
七
万
円
を
計
上
い
た
し

農
。漁
業

の
振
興
を

積
極
的
に
推
進

つ
ぎ
に
農
林
漁
業
対
策
と
し

て
サ
ケ
、
マ
ス
ふ
化
場
建
設
費

を

一
千
九
百
四
十
万
円
、
並
型

魚
礁
施
設
費
、
ア
ワ
ビ
稚
貝
放

流
事
業
費
等
、
直
接
水
産
振
興

に
か
か
わ
る
費
用
と
し
て
二
千

七
百
四
十
万
円
を
計
上
い
た
し

一
方
、
水
田
利
用
再
編
対
策

と
し
て
集
団
転
作
推
進
補
助
百

七
十
五
万
円
、・
土
地
基
盤
補
助

百
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

畜
産
振
興
対
策
と
し
て
進
め

て
い
る
草
地
開
発
事
業
は
前
年

に
引
き
続
き
九
百
六
十
四
万
を

計
上
し
、
年
度
内
に
完
成
さ
せ

た
い
考
え
で
す
。

そ
の
他
放
牧
場
の
維
持
、
採

草
費
用
及
び
育
成
セ

ン
タ
ー
事

業
費
と
し
て
お
お
む
ね
二
千
万

円
計
上

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ

に
農
業
施
設
整
備
事
業

と
し
て
大
沼
溜
池
工
事

に

一
千

五
百
八
十

一
万
円
を
計
上

し
、

本
年
度
完
成
を
目
標

に
し
て
お

り
ま
す
。

観
光

環
境

の

整
備
促

進

に
努

力

商
工
観
光
関
係
予
算
で
は
、

先
ず
観
光
環
境
整
備
の
た
め
、

公
衆
便
所
の
新
設
、
十
三
湖
五

月
女
疱
駐
車
場
設
置
事
業
等
百

九
十
八
万
円
を
計
上
、
実
施
す

教
育
関
係
予
算
で
は
、
脇
元

小
学
校
に
プ
ー
ル
を
新
設
す
る

こ
と
と
し
そ
の
費
用
二
千
六
百

六
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

八
コ
ー
ス
、
四
百
平
方
層
の
規

模
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
は
村
の
長
期
計

画
を
策
定
し
ま
す
が
、
こ
れ
に

対
応
す
べ
く
昭
和
五
十

一
年
度

か
ら
各
二
千
万
円
以
上
を
積
立

て
、
予
算
の
運
用
を
配
慮
し
て

き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
度

に
お
い
て
も
そ
の
目
的
を
達
し

得
る
見
込
み
で
あ
り
、
さ
ら
に

本
年
度
は
計
画
策
定
の
年
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、　
一
千

万
円
の
財
政
調
整
積
立
金
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
は
十

一
億
円
で
あ
り
ま
す
が
、
当
初

予
算
で
は
初
め
て
十
億
円
を
突

破
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前

年
度
に
比
べ
二
〇

・
四
％
の
増

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
は
な
ん
と
い

っ
て
も
公
共
投
資
に
よ
る
社
会

資
本
の
充
実
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
直
接
地
域
景
気
の
浮
場
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
福
祉
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

役
場
会
議
室

の

新
築
に
二
千
六
百
万
円

先
ず
、
総
務
関
係
で
は
役
場

会
議
室
の
新
築
費
と
附
帯
備
品

等
二
千
六
百
六
十
三
万
円
を
計

上

い
た
し
ま
し
た
。
役
場
会
議

室
の
新
築
は
、
過
日
焼
失
し
た

た
め
の
処
置
で
あ
り
、
将
来
行

政
機
能
団
地
造
成
計
画
の
達
成

年
次
ま
で
の
応
急
的
な
も

の
で

あ
り
ま
す
。

生
活
関
連
道
路

の

整
備
を
進
め
る

つ
ぎ
に
村
民
生
活
に
密
接
な

関
係
を
も
つ
生
活
関
連
道
路
は

提案理由を■明する自川村長



区 分 予 算 額 構成比% 区 分 予 算 額 構成比%
村 :税 54,787 県  t支  ｀

出  金 87.050

地 方 餞 与 税 13.208 財  産 1:収  入 3.658

自 動 車 取 得 税 交 付 金 9。 418 寄 附 金

地 方 交 仕 税 528:385 48。 0 繰 大 金

交通安全対策特別交付金 100 繰 越 金

分 担 金 及 び 負 :担 金 7:8“ 緒 収 入

使 用 料 及 び 手 数 料 14,279 村 債 214.200

国 庫 支 出 金 120.172 合 計

(単位千円 )
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歳 入

昭
和
五
十
三
年
度
に
入
り
ま
し
た
。
村
が
発
足
し

て
か
ら
二
十
三
年
目
、
初
め
て
十
億
円
を
突
破
し
た

今
年
度
の
一
般
会
計
は
、
十

一
億
円
の
大
型
予
算
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
二
〇

・
四
％
も
伸
び
ま
し
た
。

村
民

一
人
当
り
で
は
二
十
六
万
四
千
円
で
す
。

歳
出
に
お
け
る
主
な
行
政
施
策
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

ｏ
陶
治
振
興
費

百
七
万
七
千

　

一口

街

．．…

与

障

町
内
会
長
、
行
政
連
絡
員
に
　
　
Ｏ
簡
易
水
道
会
計
繰
出
金
　
一

役
場
会
議
室

の
建
設

に

二
千

六
百

万

円

０
広
報
発
行
費
　
百
九
十
五
万

三
千
円

Ｏ
総
合
開
発
計
画
関
係
経
費

四
十

一
万
二
千
円

０
村
史
編
さ
ん
関
係
経
費
　
百

七
万
三
千
円

Ｏ
村
勢
要
覧
増
刷
費
　
一
一十
三

万
円

Ｏ
交
通
安
全
対
策
費
　
百
九
十

三
万
四
十
円

み
ど
つ
の
お
ば
さ
ん
二
人
の

人
件
費
百
二
十
三
万
円
、
十

二
橋
信
号
器
取
付
け
管
理
経

費
八
万
円
、
新
入
学
児
童
黄

色
安
全
帽
四
万
三
千
円
、
そ

の
他
金
ホ
地
区
安
協
負
担
金

対
す
る
経
費
の
ほ
か
施
設
落

成
記
念
式
典
の
経
費
で
す
。

Ｏ
役
場
会
議
室
建
設
費
　
一
一千

六
百
六
十
二
万
円
千
円

昨
年
十

一
月
二
十

一
日
焼
失

に
よ
る
役
場
会
議
室
の
復
旧

経
費
で
す
。

Ｏ
選
挙
費
　
百
五
十
四
万
七
千

円県
知
事
選
挙
に
百
二
万
三
千

円
の
ほ
か
管
理
委
員
会
、
啓

発
費
な
ど
。

Ｏ
指
定
統
計
調
査
費
　
五
十
五

万
八
千
円

事
業
所
統
計
、
住
宅
統
計
、

漁
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
。

千
三
百
十
二
万
円

○
予
防
対
策
費
　
四
百
三
十
八

万
七
千
円

伝
染
病
患
者
検
診
、
胃
集
団

検
診
、
子
宮
ガ
ン
検
診
の
ほ

か
、
本
年
度
か
ら
四
十
二
歳

の
厄
年
検
診
が
新
た
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

○
母
子
衛
生
対
策
費
　
百
四
十

一
万
九
千
円

妊
婦
検
診
、
乳
児
検
診
、
三

歳
児
検
診
い　
一
歳
六
カ
月
児

検
診
な
ど
。

Ｏ
ゴ
ミ
処
理
等
経
費
　
九
百
三

十
万
九
千
円

筒
易
焼
却
炉
設
置
補
助
十
六

万
円

（百
戸
）
の
ほ
か
海
岸

清
掃
八
十
万
五
千
円
、
岩
木

川
堤
防
除
草
二
十
八
万
円
、

地
区
衛
生
組
織
育
成
補
助
九

万
円
、
西
北
五
衛
生
処
理
組

合
負
担
金
五
百
五
十

一
万
七

千
円
が
主
な
内
訳
け
で
す
。

ｏ
簡
易
水
道
建
設
費
　
一
億
三

千
九
百
二
十
七
万
三
千
円

相
内
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工

事
で
五
十
二
年
度
か
ら
三
カ

年
計
画
の
継
続
事
業
で
、
本

年
度
は
浄
水
施
設
、
送
水
施

設
、
配
水
施
設
工
事
を
実
施

の
予
定
で
す
。

脇
元
地
区
に
常
．設
保
育
所

七
万
八
千
円

０
児
童
手
当
経
費
　
一
千
二
百

九
十
六
万
円

Ｏ
保
育
所
建
設
費
四
千
　
一
一百

四
十
八
万

一
千
円

脇
元
地
区
に
常
設
保
育
所
を

建
設
し
ま
す
。
ホ
造
モ
ル
タ

ル
平
屋
建
て
四
百
二
十
六
平

方
厨
の
規
模
で
す
。

な
お
建
設
場
所
は
旧
脇
元
小

学
校
裏
の
予
定
で
す
。

Ｏ
国
民
年
金
事
務
費
　
一二
百
二

十
七
万
三
千
円

ｏ
街
灯
新
設
費
　
八
万
円

四
灯
新
設
し
ま
す
。

Ｏ
医
療
費
助
成
　
エハ
十
八
万
四

千
円

重
度
心
身
障
害
者
に
対
す
る

医
療
費
の
助
成
で
す
“

ｏ
国
保
会
計
繰
出
金
　
一二
百
五

十
七
万
二
千
円

０
老
人
福
祉
関
係
経
費
　
一
一千

四
百
八
十
九
万

一
千
円

０
青
少
年
対
策
費
　
八
十
四
万

円青
少
協
部
会
交
付
金
二
十
二

万
四
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

ｏ
常
設
保
育
所
運
営
費
　
一
一千

九
百
八
十
四
万
四
千
円

０
へ
き
地
保
育
所
運
営
費
　
一

千
百
万
八
千
円

Ｏ
児
童
館
運
営
費
　
四
百
六
十
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線
舗
装
工
事
八
百
三
十
二
万

　
　

円

九
千
円
、
二
軒
町
線
舗
装
工
　

　

脇
元
漁
港
修
築
負
担
金
四
百

事
四
百
七
万

一
千
円
、
も
や
　

　

万
円
、
十
三
漁
港
修
築
負
担

線
改
良
Ｉ
事
五
百
六
十
万
円
、　
　
金
二
百
万
円
。

そ
の
他
百
二
十
二
万
五
千
円
。
　
Ｏ
地
籍
調
査
費
　
一
千
百
七
十

０
公
営
住
宅
管
理
経
費
　
一
一十

　

　

五
万
三
千
円

五
万
四
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
相
内
地
区
の
地
籍
調
査
を
実

ｏ
漁
港
修
集
事
業
費
　
一ハ
百
万
　
　

施
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
に
三
百
八
十
万
円

０
道
路
維
持
経
費
　
一
千
二
百

六
万

一
千
田

道
路
台
帳
作
成
百
九
十
万
円
、

選
路
維
持
修
繕
三
百
五
十
万

円
、
原
材
料
百
七
十
三
万
五

千
円
、
日
県
道
湾
溝
新
設
工

事
負
担
全
二
十
五
万
円
、
そ

の
他
経
費
四
百
六
十
七
万
六

千
円
な
ど
。
　

．

ｏ
除
雪
機
械

‥購
入
■
　
一
千
六

百
五
十
二
万
円
　
　
´

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

一
台
購

入
し
ま
す
。

ｏ
道
路
絆
議
改．
良
費
　
七
千
九

百
八
十
五
万
円

オ
ニ
太
田
開
拓
線
舗
装
工
事

一
千
四
百
七
十
万
五
千
円
、

相
内
小
学
校
道

一
号
線
舗
装

工
事
五
百
四
十
九
万
三
千
円
、

同
じ
く
二
号
線
舗
装
工
事
二

百
十
八
万
九
千
円
、
春
日
内

線
舗
装
工
事

一
千
百
四
十
四

万
九
千
円
、
岩
井
団
地

一
号

線
舗
装
工
事

一
千
人
百
八
十

五
万
五
千
円
、
同
じ
く
三
号

線
舗
装
工
事
二
百
七
十
二
万

円
、
下
村
線
舗
装
工
事
五
百

十
九
万
四
千
円
、
桂
川
開
拓

水
田
利
用
再
編
対
策
費
　
一二

百
八
十
六
万
八
千
円

水
田
再
編
対
策
協
議
会
二
十

一
万
四
千
円
、
転
作
試
験
委

託
料
五
万
七
千
円
、
集
団
転

作
推
進
補
助
金
百
七
十
五
万

円
、
土
地
基
盤
整
備
補
助
金

百
万
円
、
そ
の
他
管
理
経
費

七
十
四
万
七
千
円
。

ｏ
畜
産
振
興
対
策
費
　
一二
千
百

六
万
九
千
円

管
理
機
械
修
繕
七
十
万
四
千

円
、
飼
料
費
三
百
七
十
万
三

千
円
、
医
薬
材
料
費
十
九
万

三
千
円
、
乾
燥
運
搬
費
四
十

四
万
九
千
円
、
公
共
育
成
牧

場
設
置
基
礎
設
計
調
査
百
万

円
、
牧
柵
修
理
資
材
二
十
四

万
六
千
円
、
追
肥
九
百
五
十

七
万
九
千
円
、
牧
野
清
浄
化

対
策
二
十

一
万
二
千
円
、
そ

の
他
管
理
経
費
　
百
十
七
万

三
千
円
の
ほ
か
、
職
員
、
牧

夫
の
人
件
費

一
千
九
十
二
万

六
千
円
。

Ｏ
た
め
池
整
備
事
業
費
　
一
千

五
百
八
十

一
万
円

五
十
年
度
か
ら
三
ヵ
年
の
継

続
事
業
で
本
年
度
で
完
了
し

ま
す
。

Ｏ
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
運
営
費

三
十
九
万

一
千
円
　
　
‐

０
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
運
営
費

六
十
三
万
九
千
円

Ｏ
草
地
開
発
事
業
費
　
九
百
六

十
四
万
九
千
円

岩
井
地
区
既
耕
地
七

・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
整
備
費
で
す
。

脇
元
小
に
水
泳
プ
ー
ル

ｏ
事
務
局
管
理
費
　
一
一千
七
十

六
万
三
千
円

Ｏ
教
育
住
宅
管
理
費
　
一ハ
十
三

万
三
千
円

Ｏ
相
内
小
学
校
管
理
費
　
四
百

三
万
円

０
太
田
小
学
校
管
理
費
　
一二
百

四
十
八
万
二
千
円

Ｏ
脇
元
小
学
校
管
理
費
　
四
百

六
万
五
千
円

Ｏ
十
三
小
学
校
管
理
費
　
一二
百

九
十
六
万
八
千
円

Ｏ
小
学
校
教
育
振
興
費
　
一二
百

五
十
四
万
円

教
材
備
品
、
理
科
備
品
の
経

費
で
す
。

Ｏ
プ
ー
ル
建
設
費
　
一
一千
六
百

六
十
八
万
五
千
円

脇
元
小
学
校
に
水
泳
プ
ー
ル

０
水
産
振
興
対
策
費
　
八
十

一

万
八
千
円

ア
ワ
ビ
稚
貝
放
流
事
業
に
五

十
万
円
と
沿
岸
投
石
試
験
事

業
五
万
四
千
円
が
主
な
も
の

で
す
。 サ

ケ
、

マ
ス
ふ
化
場
を
建
設

を
建
設
し
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン

タ
リ
ー
ト
造
り
四
百
平
方
メ

ー
ト
ル
の
規
模
で
す
。

ｏ
中
学
校
管
理
費
　
九
百
三
十

九
万
五
千
円

ｏ
中
学
校
教
育
振
興
費
　
一
一百

十
六
万
二
千
円

ｏ
寄
宿
舎
運
営
費
　
一二
千
七
百

ム
一
十
二
万
円

０
高
等
学
校
管
理
費
　
百
七
十

九
万
九
千
円

０
社
会
教
育
振
興
費
　
一二
百
十

八
万
三
千
円

ｏ
保
健
体
育
振
興
費
　
百
四
十

四
万
三
千
円

ｏ
学
校
給
食
経
費
　
一
一千
三
十

一
万

一
千
円

ｏ
学
校
管
理
経
費
　
一
一百
三
十

七
万
九
千
円

小
、
中
、
高
児
童
生
徒
各
種

検
診
七
十
万

一
千
円
、
小
中

児
童
生
徒
準
要
保
護
給
食
百

六
七
万
八
千
円
。

０
サ
ケ
、
マ
ス
増
殖
事
業
費

二
千
八
十
万
円

増
殖
施
設
工
事
に
一
千
九
百

四
十
万
円
、
設
計
委
託
料
六

十
万
円
、
テ
ス
ト
ボ
ー
リ
ン

グ
八
十
万
円
な
ど
。

Ｏ
魚
礁
造
成
事
業
費
　
一ハ
百
万

円

蝿
蜃
橿

十
二
湖
に
駐
車
場
設
置

ｏ
商
工
振
興
費
　
百
五
十
万
円

Ｏ
観
光
振
興
費
　
百
九
十
八
万

九
千
円

脇
元
海
岸
公
衆
便
所
設
置
三

十
五
万
千
円
、
十
二
湖
五
月

女
芸
駐
車
場
設
置
八
十
万
円
、

史
跡
案
内
板
新
設
、
修
繕
二

十
八
万
円
、
湖
畔
と
公
衆
便

所
清
掃
委
託
費
十
五
万
円
、

村
観
光
協
会
助
成
二
十
万
円
。

Ｏ
失
業
対
策
費
　
一二
十
七
万

人
千
円

０
労
働
対
策
経
費
　
百
十

一
万
円

防
火
貯
水
槽

一
基
建
設

０
常
備
消
防
費
負
担
金
　
四
千

三
百
三
十
二
万
五
千
円

０
非
常
備
管
理
経
費
　
四
百
七

十
十
三
万
円

０
防
火
貯
水
槽
建
設
費
　
一二
百

万
円

道
路
用

（四
百
立
方
メ
ー
ト

ル
）

一
基
を
建
設
し
ま
す
。

Ｏ
ポ
ン
プ
積
載
車
購
入
費
　
一
一

百
万
円

小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載
車

一

台

含
一ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
）
を

購
入
し
ま
す
。
　

　

．

村
道
改
良
、
舗
装
に
七
千
九
百
万
円
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不
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オ
セ
ド
ウ
遺
跡
を
た
ず
ね
て

て
崇
め
尊
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
思
わ
ず
石
神
の
頭
を
撫
で

ま
わ
し
た
の
ち
、
深
々
と
頭
を

垂
れ
、
津
軽
の
私
た
ち
に
も

っ

と
も
関
係
あ
る
山
の
神
を
心
を

こ
め
て
拝
み
奉
り
ま
し
た
。
山

の、神、と
い
い
ま
す
の
は
、
伊
須，

気”儲
慇
の
こ
と
で
す
。
津
軽
の

祖
神
は
安
日
彦
と
長
髄
彦
と

の
二
神
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
二

神
の
妹
が
三
炊
屋
姫
で
す
。
饒

速
日
命
の
奥
方
の
神
で
す
か
ら
、

伊
須
気
依
姫
の
母
に
な
る
わ
け

で
す
。
安
日
長
饉
の
二
神
に
と

っ
て
は
姪
に
当
る
神
が
、
こ
こ

の
小
祠
に
祭
ら
れ
て
い
る
山
の

神
な
ん
で
す
。
日
向

一
族
の
天

照
大
神
の
御
孫
静
一
毛”浄
鵬
鏡

⌒橘
雌
本とい
波．祢
劇
銀
、
神
武

天
皇
の
こ
と
で
す
。
）が
末

っ
子

で
あ
っ
た
の
で
、
末
子
が
家
系

を
相
続
す
る
風
習
か
ら
大
和

に
出

っ
て
来
て
郊
湯
が
成
立
ｔ

て
伊
須
気
依
姫
の
養
子
と
な
る

わ
け
で
す
。
こ
の
養
子
相
続
に

反
対
し
た
の
が
、
お
じ
に
当
た

る
安
日
彦
、
長
伍
産
の
兄
弟

一

族
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
神

は
、
出
雲
族
と
か
日
向
族
と
か

と
は
血
統
の
ち
が
っ
た
民
族
で
、

末
子
相
続
で
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
結
局
、
こ
の
合

戦
に
敗
れ
た
安
日
長
髄
の
二
神

の

一
族
は
、
津
軽
に
逃
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
神

が
な
く
な
っ
て
、
や
は
り
、
こ

の
高
山
の
地
に
葬
む
ら
れ
、
安

ら
か
に
眠

っ
て
い
ら
れ
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
後
ほ
ど
く

わ
し
く
お
話
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。
心
な
し
か
、
ど
う
や
ら
木

ホ
の
ざ
わ
め
き
も
止
み
、
石
神

の
顔
も
ぃ
ん、
や、
り、
と
あ
ら
わ
れ
、

に
こ
や
か
に
ほ
ほ
え
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

あ
て
宇
に
見
る
オ
セ
ド
ウ

こ
の
高
台

一
帯
を
オ
セ
ド
ウ

と
い
い
ま
す
。
漢
字
を
当
て
ま

す
と
、
於
瀬
堂
、
御
世
堂
、
御

伊
勢
堂
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
時
代
の
独
凛
と
共
に
変
わ
っ

た
当
字
で
す
。
於
瀬
堂
と
は
、

こ
の
高
台
を
取
り
囲
ん
だ
さ
れ

い
な
流
れ
を
意
味
し
、
古
代
に

お
け
る
当
字
。
御
世
堂
は
、
安

日
長
髄
の
子
孫
安
倍
安
東
氏
の

盛
大
な
世
代
を
機
え
た
時
代
の

当
字
。
御
伊
勢
堂
は
、
伊
勢
の

皇
大
神
宮
崇
拝
が
本
格
的
に
な

っ
て
か
ら
の
当
字
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
私
は
古
代
の
商
静
の

よ
う
に
胸
の
と
き
め
く
の
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
寛
政
年

間

一
七
八
九
―

一
八
〇

一
）

■
物

称

言

及

び

通

弁

イ
ナ
ガ
キ
リ

（
長
刀

）

熊

手

⌒
ク
ヮ
ン
デ
イ
）

ム
ズ

ル

（
曲
げ

る
）

ヂ

ャ
ダ
イ
（竜

）

テ
ラ

コ

（
蝶

）
　

サ
ナ
プ
リ

（

農
休
期
）

イ

ヌ
ク

ソ

（
曲
ヴ

道

）
　

カ
タ
リ
ベ

（物
知

り
）

オ
イ

ヌ

（
狼

）
　

チ
ャ
ペ

（猫

）

キ

マ
グ

ル

⌒
く
や
し

い
）

ゲ

ダ
ガ

（
毛
虫

）
　

ンヽ
ト
ギ

（併

）

シ
ガ
リ

（
蜂

）

ナ
ド

（
二
人

以
上

）

イ
ナ
ベ

（
稲
小
屋

）

グ

ス

（
槍

）
　

ヒ
ン
コ
キ

（稲

打

）
　

ハ
グ

（
手
早

）

キ
シ

ビ

ツ

（
米
入
れ
）

パ
ゲ

テ
ラ

コ

（蛾

）
　

アヽ
メ

（
農
収

）

ム
ジ
シ

（
山
道

）

ム
ラ
バ

ン

（
地
蔵

）
　

ナ
ガ

ム
シ

（
蛇

）

タ
ジ
ビ

（
年
忘

日
）
　

タ
ビ

ハ

ダ
ゴ

（宿
屋

）

パ

ヂ

（
馬
そ

り
）
　

モ

ッ
ケ

（
蛙

）
　

イ
ク

ト

コ

（
童
遊
び

）
　

ハ
ダ

コ
キ

（
衣
繊

り
）
　

ア
ゲ

モ
ノ

（奉

納
物

）

イ
ト
パ

リ

（
弓

）

グ

ワ
ダ
リ

（
太

い
）
　

コ
シ
ク

ル

（
修
）

ダ

ン
プ
リ

（
と
ん

ぼ

）

村
史
資
料
編
上
巻
よ
り

先
祖

の
魂

の
鼓
動
が
…

百
万
年
前
、
い
や
、
そ
れ
よ

り
も

つ
と
も

つ
と
古

い
時
代
か

ら
日
本
海

（海
退
の
時
期
＝
氷

河
期
に
は
湖
と
な
り
ま
す
。
し

た
が

っ
て
、
古
津
軽
湾
と
い
わ

れ
た
十
三
湖
は
千
潟
と
な
り
、

氷
の
大
平
原
と
な

っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
）
の
怒
涛
と
闘
い
つ

豊

島

勝

蔵

づ
け
て
き
ま
し
た
藝
な
る
帥
蹴

―
洗
磯
崎
神
社
の
神
域
に
後
髪

を
ひ
か
れ
な
が
ら
、
相
内
部
落

の
東
に
鎮
ま
り
ま
す
神
明
宮
ヘ

と
歩
み
を
移
し
ま
し
た
。

山
の
神
は
伊
須
気
依
姫

こ
こ
神
明
宮
の
セ
メ
ン
ト
の

離
に
足
を
段
す
と
、
こ
の
底
の

古
代
の
主
堀
か
ら
セ
メ
ン
ト
を

徹
し
て
、
私
の
足
裏
か
ら
五
臓

六
静
に
ま
で
、
古
代
の
私
た
ち

の
先
祖
の
人
々
の
魂
の
鼓
動
が

電
波
の
ご
と
く
略
年
と
伝
わ
っ

て
く
る
気
持
ち
で
し
た
。〓一段
五

段
と
脚
は
次
第
に
軽
や
か
に
な

る
の
を
党
え
ま
す
。
社
堂
の
前

で
撫
一
を
打
ち
、
寿
鷺
対
構
を

拝
Ｌ
撃
り
ま
す
と
、
群
生
し
て

い
る
木
々
の
葉
が
風
も
な
い
の

に
、
ぎ
わ
ぎ
ゎ
と
音
立
て
て
、

背
筋
に
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ふ
と
、
傍
の
小
さ
い
耐
の
あ

る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
崇
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
の

は
石
神
で
し
た
。
山
の
神
と
し

ォセ ドウは古代安日彦、長髄彦の遺骸を再葬 した

東つ

日が

流ろ

弁賃

④



一
日

一
円
で
家
族
の
安
心
を
〃

■
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
よ
う

一
日
一
円
で
″
家
族
の
安
心
を
″
　
⑤
対
摯
と
な
る
交
通
災
害
は
　
　
　
　
　
つ
ぎ
の
書
類
を
そ
え
て
役
場
へ

と
、
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
を
　
　
　
自
動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
　
　
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

広報しうら ⑤

す
す
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
自
転
車
、
農
耕
用
小
型
自
動
車
、

〈共
済
の
あ
ら
ま
し
〉
　
　
　
　
荷
車
な
ど
の
道
路
交
通
に
よ
る
転

①
加
入
で
き
る
方
　
　
　
　
　
　
　
　
落
、
転
ぷ
く
、
接
触
、
そ
の
他
の

０
村
の
住
民
台
帳
に
記
録
さ
れ
　
　
事
故
に
よ
る
死
傷
に
対
し
て
支
払

て
い
る
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゎ
れ
ま
す
。

②
加
入
申
込
み
は
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
洪
済
見
舞
金
の
請
求
は

“
役
場
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま

ぃ
共 め‐口＞

一
一
一
一
崚
却
畑
宝
会
費
を

　
　
一納

同
一
般

（年
額
）
三
百
五
十
円
　
　
一藤

回
学
童
団
体

（年
額
）
三
百
円
　
　
一済

④
共
済
期
間
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共

加
入
し
た
時
か
ら
翌
年
の
二
月

二
十

一
日
ま
で
で
す
。

０
自
動
車
安
全
運
転

セ

ン
タ
ー

発
行

の
交
通
事
故
証
明
書

＜口
医
師

の
診
断
書
ま
た
は
整
骨

院

の
証

明
書

国
会

員
証
と
印
鑑

Ｉ
Ｑ
専

―
「
―
―
∃

昭
和
五
十
二
年
度
市
浦
村
自
衛

隊
父
兄
会
総
会
は
こ
の
ほ
ど
、
会

員
約
二
十
人
が
集
っ
て
十
二

「和

歌
山
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
」
で
開
か
れ

総
会
で
は
昭
和
五
十
二
年
度
の

事
業
報
告
や
決
算
な
ど
を
承
認
し

た
あ
と
、
今
年
の
事
業
計
画
と
し

て
①
小
泊
村
で
道
路
建
設
工
事
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
自
衛
隊
員
を

慰
問
す
る

⌒七
月
中
旬
）
②
部
隊

（三
沢
基
地
）
を
見
学
す
る

⌒八

月
下
旬
）
③
音
楽
隊
を
招
へ
い
す

る

⌒旧
八
月

一
日
脇
元
岩
木
山
神

社
大
祭
）
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

「自
衛
隊
父

兄
会
」
は
、
村

出
身
の
自
衛
隊

員
を
激
励
し
よ

う
―
と
、
昨
年

二
月
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、
隊

員
の
父
兄
や
元

隊
員
で
あ
れ
ば

誰
れ
で
も
入
会

で
き
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

会
費
は
年
額
二

千
円
で
す
。

な
お
、
役
員

は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

▽
会
長
　
藤
田
礼
造
▽
副
会
長

若
山
恭
次
▽
理
事
　
佐
々
木
松

雄
、
秋
田
谷
武
雄
、
奈
良
正
勝
、

中
畑
藤
雄
、
藤
田
金
太
郎
、
相
川

其
太
▽
監
事
　
成
田
義
衛
、
奈
良

米
明

総会では今年度の事業計画など熱心に話合れました

■簡保写真コンクール

作品を募集しています

□内容  簡保 資金の融資施 設 (学

るい作品。現在工事中の

東北縦貫道 や東北新幹線

□応募細則 C床発表の作品に限
ります。②画題は簡保資
金融資施設名、住所 、氏

応募票 、カラースライ ド

こと。③応募は自黒、カ

ラー それぞれ 5点以内 と

します。 なお、組写真は

④応募作品は原貝Jと して

返却いたしません。③入

賞作品の版権 は主催者側

□賞  カラー白黒両部 門 それぞれ

●推 せ ん 1点  郵政大臣賞

●特選 2点 簡 易保険局長

賞 賞金 3万円 。トロフ

●人選 5点 簡保資金研究

会理事長賞 賞金 1万円

●佳作40点  賞金 5千円・

副賞

●参加賞 応募者全員 に記

□審査 員 秋 山青磁 (日 本写 真家

協会会員)ほ か。

□作品の受付  郵便局保険窓 ロ

□発表  「 かんぼ資金」誌た 20

(昭 和53年 11月 号ノに発表

す るほか、応募者全員 に

結果 を通知 します。

―
期間 昭和 53年 4月 1日 か

ら 6月 30日 まで。

□その他 くわしいことは郵便局

か役場企画室へ。
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贈与税のしくみ

〔計
算
方
法
〕

一
月

一
日
か
ら
十
二
月
二
十

一

日
ま
で
の
一
年
間
に
個
人
か
ら
贈

与
を
受
け
た
財
産
の
価
格

（課
税

価
格
）
か
ら
、
基
礎
控
除
額
の
六

十
万
円
を
差
し
引
き
、
そ
の
残
額

に
税
率
を
か
け
た
額
が
贈
与
税
で

す
。
で
す
か
ら
、　
一
年
間
に
も
ら

つ
た
財
産
の
価
額
合
計
が
、
六
十

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
贈
与
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

税
率
は
、　
一
〇
％
か
ら
七
五
％

ま
で
、
課
税
価
格
に
応
じ
て
高
く

な
る
超
過
累
進
税
率
と
な

っ
て
い

ま
す
。〔配

儡
者
捜
除
〕

夫
婦
の
間
で
マ
イ
ホ
ー
ム
の
贈

与
が
あ

っ
た
と
き
は
、
次
の
条
件

に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
最
高

一
千
万

円
ま
で
の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

つ
ぎ
り
、
基
礎
控
除
額
の
六
十

万
円
と
合
わ
せ
る
と
、　
一
千
六
十

万
円
ま
で
は
贈
与
税
は
か
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
婚
姻
期
間
が
二
十
年
以
上
の

夫
婦
の
間
の
贈
与
で
あ
る
こ
と
。

②
層
与
を
受
け
た
財
産
が
、
自

分
で
居
住
す
る
た
め
の
家
や
敷
地

で
あ
る
こ
と
。　
⌒居
住
用
不
動
産

を
取
得
す
る
た
め
の
現
金
贈
与
も

含
む
）

③
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
二

月
十
五
日

（贈
与
税
の
申
告
期
限
）

ま
で
に
、
贈
与
を
受
け
た
、
あ
る

い
は
贈
与
を
受
け
た
現
金
で
取
得

し
た
居
住
用
不
動
産
に
、
実
際
に

居
住
し
、
そ
の
後
も
引
き
続
い
て

居
住
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

待望の歯医者さん来村

こ真[1:lゝ
:‖::え 11'喜

g]1111じ薄
静岡県崚東郡小山HTO富士紡績静療所からや

診療時間は午前 9時 から午後 4時まで‐ 。

■交通指導隊員を任命■
支隊長 に奈良源悦 さん

金ホ地区交通指導隊市浦支隊の隊員任命式
は、 4月 5日 基幹集落センターで行われまし

た。 新隊員はつぎのとおりです。

□奈良源悦、柏谷肇、三浦兼四郎、小笠原

俊治、阿部嘉津郎、石戸谷武子 (以上相内)

□古川芳照 (太田)□川内敏春、成田豊 (以

上脇元)□堀川重郎、小寺秀弘 (以上十三)

お知 らせ

■第 6回村民健康会議

4月 21日 相内児童館で

第 6回村民健康会議 は、つ ぎに

よ り開催 します。 どなたで も気軽

に参加 して くだ さい。

●とき 昭和 53年 4月 21日 午前 9

時

●ところ 相内児童館

●講演 と講師  「 ガ ンはほん とう

に治 るか」県病産婦人科

部 長 長沢一鷹先生

●分散会 ①健康部会は成人病の
予防、虫歯 の予防 と治

療、相贈 衛 生 にど うと

りくむか、女性 の貧血

と肥満についてC環境
部会 は ゴ ミの問題 と環

境美化 につ いて

■印鑑証明書 は

本人の手で請求を
よその人に印饉を持参させて

「印鑑証明書」を請求するかたが

います。この圧明書は、章督相続

や全餞貸借に使用される大事な書

類ですから必ず本人の手で請求し

よその人に請求させる時は、委

任状がなければ交付できません。

■日赤社員増強運動

目標を突破しました

昭和53年 度の日本赤十字社の社

員増強運動は、 2月 1日 から行わ

れ、 2月 25日 に終 りましたが、お

7.000円の目標額に対し336.400円

の実績 を収めることができました。

ご脇力ありがとうございました。

■役場の執講時間

5月 1日から変ります
5月 1日 から役場の執務時間が

0平 日 午前 8時 15分 から午後
4時 45分まで

O土曜日 午前 8時 15分 から正

午まで

なお、この時間は 9月 末日まで

■労働保険料は

5月 15日 までに納付を

と落罵霊撃£軍電鷲霞籍芳言馨艦
`付手続 きをしていただ く時期 とな

りま した。すでに関係事業主 には

申告書の用紙 を差上 げてあ ります

が、 この 申告書 に保険料 を添 えて

下記の ところへ納付 して くだ さい。

O納付期 限 昭和 53年 4月 1日

O納付場所  もよ りの銀行 また

は郵便局

0申告書作成時の注意 雇用保

険の保険料 が 4月 1日 から下記の

とお り引上 げ られ ます。

い卜 般品→器
(B膳場事業

OBの うち建設事業 出
→

鶴

∬4月 1日～9月 30Bまで

繁暫
1卜時3月鋭白

■国保の葬祭費

4月 から3万円に引上げ

4月 1日 から国民健康保険の葬

祭費が 2万円から3万円に引上げ

椰祭費は椰式を行 う人に支給す

る建前になっていますので、自殺

等、故意による事故の死亡でも支

給されます。

■十二地区の登記事務は

法務局小泊出張所に変更

十三地区,登記事務はこれまで
青森地方法務局金ホ出張所で行っ
ていましたが、4月 1日 から、小
泊出張所 の管轄 (かつ)に 変更 さ

れま した。 お間違 いの ないよ うに
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小
学
校

で
は
時

々
み
が
く
子

が
多
く
、
中
学
校
で
は
九
二

・

四
％
が
毎
日
み
が

い
て

い
ま
す
。

②

い
つ
歯
を
み
が
き
ま
す
か
。

歯
み
が
き
は
、
食
後
す
ぐ
し

な
け
れ
ば
虫
歯
予
防
の
効
果
は

な
い
の
で
す
が
、
古
く
か
ら
の

習
慣
で
朝
起
き
て
す
ぐ
み
が
く

子
が
多
い
よ
う
で
す
。

食
後
と
寝
る
前
に
ぜ
ひ
歯
み

が
き
を
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

③
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
歯

を
み
が
い
て
い
ま
す
か
。

①
あ
な
た
は
、
お
子
さ
ん
に
何

歳
頃
か
ら
歯
み
が
き
を
さ
せ

「小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
」

と

「五
歳
」
が
多
い
よ
う
で
す
。

「二
歳
」
と
い
う
の
は
三
歳
児

検
診
時
に
指
導
さ
れ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
・

乳
歯
の
虫
歯
は
永
久
歯
に
悪

口″「お■生

風
岡
　
　
光

（十
三
）

隆

成
田
　
泰
平

（脇
元
）
隆
雄

宮
崎
　
冬
未
（十
三
）彦
二
郎

新
岡
　
香
織

（十
三
）
清
治

石
岡
　
義
専

（脇
元
）
日
文

太
田
弥
千
恵

（職
松
）
忠

一

秋
元
　
真
弓

（十
三
）
洋
文

木
津
谷
　
恵

（相
内
）
清
蔵

小
林
美
由
起

（相
内
）
初
男

山
本
め
ぐ
み

（太
田
）
市
蔵

山
田
　
義
信

（脇
元
）
藤
吉

若
山
美
奈
子

（十
三
）

勝

小
倉
　
樹
里

（十
三
）
信
英

宮
本
　
稚
子

（相
内
）
忠
遣

伊
藤
　
清
子
（相
内
）千
太
郎

岩
本
　
　
実

（十
三
）
利
明

中
野
　
春
菜

（十
三
）

迫

山
田
　
雅
史

（脇
元
）
敏
明

（卸舶

（敵回千＝薔
｛ぃ　嘲一

（膊＝　純苺
｛牌　戴一

品
Ｆ
発
（議
胸
）

（円蘭一＝電
｛掛ヽ
踊｝

（舗
銑
編
熟
れ
一

（瀞田喜猷糊
｛＝

■
■

Ｕ

亀
田
　
キ
．
ヌ

（十
三
）

小
山
　
ま
る

（十
三
）

奈
良
　
よ
っ

（太
田
）

工
藤
石
五
郎

（太
田
）

加
福
　
ト
ミ

（十
三
）

歯
み
が
き
は
食
後
と
寝
る
前
に

①
毎
日
歯
を
み
が
き
ま
す
か
。

―

〓
群
）―

村
に
駐
在
し
て
い
る
保
健
婦
と
養
護
教
諭
で
組
織
し
て
い
る

「保
健
問
題
懇
談
会
」
で
は
、
昨
年
か
ら
児
童
、
生
徒
を
は
じ

め
、
村
民
の
保
健
衛
生
思
想
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
調
査
研
究
を
進
め
、
そ
の
結
果
に
も
と
ず
き
村

民
の
健
康
保
持
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

広
報
し
う
ら
で
は
、
そ
の
調
査
研
究
の
な
か
か
ら

「歯
の
健

康
」
を
と
り
あ
げ
、
今
月
号
か
ら

一
年
間
連
載
す
る
こ
と
に
し

お
父
さ
ん
よ
り
お
母
さ
ん
の

方
が
よ
く
み
が
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
み
が
い
て
い
な
い
父

母
も
い
る
の
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

（父
兄
に
対
す
る
日
査
、
対

彙
者
四
百
四
十

一
人
、
回

収
率
七
七

・
三
％
）

|

０影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
０
～

一
歳
時
期

（乳
歯
が
生
え
は
じ

め
た
と
き
）
に
歯
を
ガ
ー
ゼ
で

ふ
い
て
あ
げ
た
り
、
歯
み
が
き

の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

②
あ
な
た
は
お
子
さ
ん
の
虫
歯

に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

虫
歯
が
で
き
た
後
の
こ
と
が

気
が
か
リ
ー
が
多
く
、
歯
科
医

が
い
て
ほ
し
い
、
学
校
で
給
食

後
歯
み
が
き
を
さ
せ
て
ほ
し
い

等
、
強
い
要
望
が
で
て
い
ま
す
。

治
療
し
て
も
も
と

に
戻
ら
な
い
虫
歯

虫
歯
は
他
の
病
気
と
違
い
、

一
度
か
か
る
と
治
療
し
て
も
も

と
に
は
も
ど
ら
な
い
病
気
で
す
。

乳
歯
か
ら
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

，
虫
歯
予
防
は
食
後
の
歯
み
が

き
が
効
果
的
で
す
が
、
学
校
ば

か
り
で
な
く
、
家
庭
ぐ
る
み
で

歯
み
が
き
を
し
な
け
れ
ば
効
果

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

（今
回
の
担
暫
は
相
小

中
野
習
士
雲
理
堅
こ

（韓疇智麟仁
｛肝海」一

（静山　＝薔
一細　衛一

」前い一ご結一
久 敏
子 男

相 大

内 鰐

榊 花
引 木
千
潟
子 実

脇 石

元 川

尚 清
子 忠

相 長

内 崎

工 萩
藤 野

祥
子 泉

相 静

内 岡
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三 森


